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しもべとして生きる生きるきる
ピリピ 2:1-11

2:1 そこで、あなたがたに、キリストによる勧め、愛の励ましによる勧め、愛の励ましめ、愛の励ましの励まし励ましまし、
御霊の交わり、熱愛とあわれみとが、いくらかでもあるなら、の励まし交わり、熱愛とあわれみとが、いくらかでもあるなら、わり、熱愛の励ましとあわれみとが、いくらかでもあるなら、

2:2 どうか同じ思いとなり、同じ愛の心を持ち、心を合わせ、じ思いとなり、同じ愛の心を持ち、心を合わせ、思いとなり、同じ愛の心を持ち、心を合わせ、いとなり、同じ思いとなり、同じ愛の心を持ち、心を合わせ、じ思いとなり、同じ愛の心を持ち、心を合わせ、愛の励ましの励まし心を持ち、心を合わせ、を持ち、心を合わせ、持ち、心を合わせ、ち、心を持ち、心を合わせ、を持ち、心を合わせ、合わせ、わせ、
一つ思いになって、わたしの喜びを満たしてほしい。つ思いになって、わたしの喜びを満たしてほしい。思いとなり、同じ愛の心を持ち、心を合わせ、いになって生きる、わたしの励まし喜びを満たしてほしい。びを持ち、心を合わせ、満たしてほしい。たして生きるほしい。

2:3 何事も党派心や虚栄からするのでなく、へりくだった心をも党派心を持ち、心を合わせ、や虚栄からするのでなく、へりくだった心を虚栄からするのでなく、へりくだった心をからするの励ましでなく、へりくだった心を持ち、心を合わせ、を持ち、心を合わせ、
もって生きる互に人を自分よりすぐれた者としなさい。に人を自分よりすぐれた者としなさい。を持ち、心を合わせ、自分よりすぐれた者としなさい。よりすぐれた者としなさい。としなさい。

2:4 おの励ましおの励まし、自分よりすぐれた者としなさい。の励ましことばかりでなく、他人を自分よりすぐれた者としなさい。の励ましことも考えなえな
さい。

2:5 キリストによる勧め、愛の励まし・イエスにあって生きるいだいて生きるいるの励ましと同じ思いとなり、同じ愛の心を持ち、心を合わせ、じ思いとなり、同じ愛の心を持ち、心を合わせ、思いとなり、同じ愛の心を持ち、心を合わせ、いを持ち、心を合わせ、、
あなたがたの励まし間でも互に生かしなさい。でも互に人を自分よりすぐれた者としなさい。に生きるかしなさい。

2:6 キリストによる勧め、愛の励ましは、神のかたちであられたが、神と等しくあるこの励ましかたちであられたが、神のかたちであられたが、神と等しくあること等しくあるこしくあるこ
とを持ち、心を合わせ、固守すべき事とは思わず、すべき事も党派心や虚栄からするのでなく、へりくだった心をとは思いとなり、同じ愛の心を持ち、心を合わせ、わず、

2:7 かえって生きる、おの励ましれを持ち、心を合わせ、むなしうして生きる僕のかたちをとり、人間の励ましかたちを持ち、心を合わせ、とり、人を自分よりすぐれた者としなさい。間でも互に生かしなさい。
の励まし姿になられた。その有様は人と異ならず、になられた。その励まし有様は人と異ならず、は人を自分よりすぐれた者としなさい。と異ならず、ならず、

2:8 おの励ましれを持ち、心を合わせ、低くして、死に至るまで、しかも十字架の死に至くして生きる、死に至るまで、しかも十字架の死に至に至るまで、しかも十字架の死に至るまで、しかも十字架の死に至の励まし死に至るまで、しかも十字架の死に至に至るまで、しかも十字架の死に至
るまで従順であられた。であられた。

2:9 それゆえに、神のかたちであられたが、神と等しくあるこは彼を高く引き上げ、すべての名にまさるを持ち、心を合わせ、高く引き上げ、すべての名にまさるく引き上げ、すべての名にまさるき上げ、すべての名にまさるげ、すべて生きるの励まし名にまさるにまさる
名にまさるを持ち、心を合わせ、彼を高く引き上げ、すべての名にまさるに賜わった。わった。

2:10 それは、イエスの励まし御名にまさるによって生きる、天上げ、すべての名にまさるの励ましもの励まし、地上げ、すべての名にまさるの励ましもの励まし、
地下のものなど、あらゆるものがひざをかがめ、の励ましもの励ましなど、あらゆるもの励ましがひざを持ち、心を合わせ、かがめ、

2:11 また、あらゆる舌が、「イエス・キリストは主である」とが、「イエス・キリストは主である」とイエス・キリストによる勧め、愛の励ましは主である」とである」と
告白して、栄光を父なる神に帰するためである。して生きる、栄からするのでなく、へりくだった心を光を父なる神に帰するためである。を持ち、心を合わせ、父なる神に帰するためである。なる神のかたちであられたが、神と等しくあるこに帰するためである。するためである。

　一、人間の謙遜の謙遜謙遜

　「イエス・キリストは主である」と日本人を自分よりすぐれた者としなさい。は、謙遜で腰が低いと言われているね。」「いや、で腰が低いと言われているね。」「いや、が低くして、死に至るまで、しかも十字架の死に至いと言われているね。」「いや、われて生きるいるね。」「イエス・キリストは主である」といや虚栄からするのでなく、へりくだった心を、

それは足が短いからさ。」「でも、最近は日本人も足が長くなが短いからさ。」「でも、最近は日本人も足が長くないからさ。」「イエス・キリストは主である」とでも、最近は日本人も足が長くなは日本人を自分よりすぐれた者としなさい。も足が短いからさ。」「でも、最近は日本人も足が長くなが長くなくな



りましたよ。」「イエス・キリストは主である」とそりぁ、足が短いからさ。」「でも、最近は日本人も足が長くなの励まし引き上げ、すべての名にまさるっ張り合いをしているからだり合わせ、いを持ち、心を合わせ、して生きるいるからだ

よ。」こんな会話があるように、日本の文化では「謙遜」が美があるように、日本の励まし文化では「謙遜」が美では「イエス・キリストは主である」と謙遜で腰が低いと言われているね。」「いや、」が美

徳となっています。「ふつつかな者ですが…」とか、「つまらとなって生きるいます。「イエス・キリストは主である」とふつ思いになって、わたしの喜びを満たしてほしい。つ思いになって、わたしの喜びを満たしてほしい。かな者としなさい。ですが…」とか、「イエス・キリストは主である」とつ思いになって、わたしの喜びを満たしてほしい。まら

ないもの励ましですが…」などという言われているね。」「いや、葉を、よく口にします。日本を持ち、心を合わせ、、よく口にします。日本にします。日本

人を自分よりすぐれた者としなさい。は「イエス・キリストは主である」と謙遜で腰が低いと言われているね。」「いや、」が得意です。しかし、それは儀礼や処世術の一つです。しかし、それは儀礼や処世術の一つや虚栄からするのでなく、へりくだった心を処世術の一つの励まし一つ思いになって、わたしの喜びを満たしてほしい。つ思いになって、わたしの喜びを満たしてほしい。

であって生きる、ほんとうの励まし謙遜で腰が低いと言われているね。」「いや、ではないかもしれません。

　100ドル札に肖像があるベンジャミン・フランクリンは、人札に肖像があるベンジャミン・フランクリンは、人に肖像があるベンジャミン・フランクリンは、人があるベンジャミン・フランクリンは、人を自分よりすぐれた者としなさい。

生きるに必要な徳目をな徳となっています。「ふつつかな者ですが…」とか、「つまら目をを持ち、心を合わせ、 13あげました。「イエス・キリストは主である」と節制、沈黙、規律、決断、

倹約、勉強、誠実、正義、中庸、清潔、平静、純潔、謙遜で腰が低いと言われているね。」「いや、」で

す。彼を高く引き上げ、すべての名にまさるは、自分よりすぐれた者としなさい。であげた徳となっています。「ふつつかな者ですが…」とか、「つまら目をを持ち、心を合わせ、身につけようと努力し、ある程につ思いになって、わたしの喜びを満たしてほしい。けようと努力し、ある程し、ある程

度は成功したようです。しかし、「謙遜」については難しかっは成功したようです。しかし、「謙遜」については難しかっしたようです。しかし、「イエス・キリストは主である」と謙遜で腰が低いと言われているね。」「いや、」につ思いになって、わたしの喜びを満たしてほしい。いて生きるは難しかっしかっ

たようで、フランクリンは、自分よりすぐれた者としなさい。の励まし人を自分よりすぐれた者としなさい。生きるを持ち、心を合わせ、振り返って、「謙遜り返って、「謙遜って生きる、「イエス・キリストは主である」と謙遜で腰が低いと言われているね。」「いや、

は、最後まで身に着けることができなかった」と言っていますまで身につけようと努力し、ある程に着けることができなかった」と言っていますけることができなかった」と言われているね。」「いや、って生きるいます。

ほんとうの励まし意です。しかし、それは儀礼や処世術の一つ味での謙遜を理解し、それを身に着けるのは難しでの励まし謙遜で腰が低いと言われているね。」「いや、を持ち、心を合わせ、理解し、それを身に着けるのは難しし、それを持ち、心を合わせ、身につけようと努力し、ある程に着けることができなかった」と言っていますけるの励ましは難しかっし

いもの励ましです。

　クリスチャンなら、誰もがほんとうの「謙遜」を理解し、そもがほんとうの励まし「イエス・キリストは主である」と謙遜で腰が低いと言われているね。」「いや、」を持ち、心を合わせ、理解し、それを身に着けるのは難しし、そ

れを持ち、心を合わせ、身につけようと努力し、ある程に着けることができなかった」と言っていますけて生きるいるの励ましかというと、かならずしもそうとは言われているね。」「いや、え

ません。ペテロの手紙のの励まし手紙のの励まし 5章には、「同じように、若い人たちには、「イエス・キリストは主である」と同じ思いとなり、同じ愛の心を持ち、心を合わせ、じ思いとなり、同じ愛の心を持ち、心を合わせ、ように、若い人たちい人を自分よりすぐれた者としなさい。たち

よ。長くな老たちに従いなさい」とあって、信徒は、教会の指導者たちに従いなさい」とあって生きる、信徒は、教会の指導者は、教会の励まし指導者としなさい。

の励まし下のものなど、あらゆるものがひざをかがめ、に立ち、指導者は、大牧者であるキリストの下に立つようち、指導者としなさい。は、大牧者としなさい。であるキリストによる勧め、愛の励ましの励まし下のものなど、あらゆるものがひざをかがめ、に立ち、指導者は、大牧者であるキリストの下に立つようつ思いになって、わたしの喜びを満たしてほしい。よう

教えられて生きるいます。教会の励ましかしらはただひとり、イエス・キリ

ストによる勧め、愛の励ましの励ましみです。教会につ思いになって、わたしの喜びを満たしてほしい。らなるわたしたちは皆、キリストによる勧め、愛の励ましの励ましか

らだの励まし手や虚栄からするのでなく、へりくだった心を足が短いからさ。」「でも、最近は日本人も足が長くなであって生きる、決して生きるかしら、頭ではありません。そではありません。そ

の励ましことを持ち、心を合わせ、忘れると、教会の中で「かしら」になろうとし、そのれると、教会の励まし中で「イエス・キリストは主である」とかしら」になろうとし、その励まし

ように振り返って、「謙遜る舞ってしまいます。ヨハネの手紙第三に「みんなのって生きるしまいます。ヨハネの手紙第三に「みんなのの励まし手紙の第三に「みんなのに「イエス・キリストは主である」とみんなの励まし

かしらになりたがって生きるいるデオテレペスが、わたしたちを持ち、心を合わせ、受けけ

いれない」（9節）とあります。デオテレペスという人は、教とあります。デオテレペスという人を自分よりすぐれた者としなさい。は、教



会の励まし中で自分よりすぐれた者としなさい。の励まし立ち、指導者は、大牧者であるキリストの下に立つようつ思いになって、わたしの喜びを満たしてほしい。べき場所から迷い出し、「謙遜」を失ったから迷い出し、「謙遜」を失ったい出し、「謙遜」を失ったし、「イエス・キリストは主である」と謙遜で腰が低いと言われているね。」「いや、」を持ち、心を合わせ、失ったった

ひとりでした。

　わたしにバプテスマを授けてくださった牧師先生は、教会員を持ち、心を合わせ、授けてくださった牧師先生は、教会員けて生きるくださった牧師先生きるは、教会員

に奉仕を依頼しても、「わたしにはとてもできません。わたしを持ち、心を合わせ、依頼しても、「わたしにはとてもできません。わたしして生きるも、「イエス・キリストは主である」とわたしにはとて生きるもできません。わたし

はそれにふさわしくありません」と言われているね。」「いや、われて生きる、断られることが

しばしばあったそうです。先生きるは、そうしたことを持ち、心を合わせ、指して生きる、

「イエス・キリストは主である」とそれは謙遜で腰が低いと言われているね。」「いや、的傲慢です」と言われました。へりくだっているです」と言われているね。」「いや、われました。へりくだって生きるいる

ように見えても、祈って、神のみこころを尋ねることもしないえて生きるも、祈って、神のみこころを尋ねることもしないって生きる、神のかたちであられたが、神と等しくあるこの励ましみこころを持ち、心を合わせ、尋ねることもしないねることもしない

ことは、ほんとうに謙遜で腰が低いと言われているね。」「いや、とは言われているね。」「いや、えないと、先生きるはよく言われているね。」「いや、って生きるお

られました。わたしたちは、ほんとうの励まし謙遜で腰が低いと言われているね。」「いや、を持ち、心を合わせ、知り、自分のもり、自分よりすぐれた者としなさい。の励ましも

の励ましにしたいと願っています。って生きるいます。

　二、キリストの謙遜の謙遜謙遜

　ではどこにほんとうの励まし謙遜で腰が低いと言われているね。」「いや、があるの励ましでしょうか。真実なもの励まし、

本物は、何であれ、すべて、イエス・キリストにあります。謙は、何であれ、すべて生きる、イエス・キリストによる勧め、愛の励ましにあります。謙

遜で腰が低いと言われているね。」「いや、もまたそうです。本物は、何であれ、すべて、イエス・キリストにあります。謙の励まし謙遜で腰が低いと言われているね。」「いや、は、キリストによる勧め、愛の励ましにあります。わた

したちが目を指すもの励ましは、「イエス・キリストは主である」とキリストによる勧め、愛の励ましの励まし謙遜で腰が低いと言われているね。」「いや、」です。

　ピリピ 2:6-11は、キリストによる勧め、愛の励ましの励まし謙遜で腰が低いと言われているね。」「いや、と栄からするのでなく、へりくだった心を光を父なる神に帰するためである。を持ち、心を合わせ、見えても、祈って、神のみこころを尋ねることもしない事も党派心や虚栄からするのでなく、へりくだった心をに描いているいて生きるいる

箇所から迷い出し、「謙遜」を失ったです。6節と 7節に「イエス・キリストは主である」とキリストによる勧め、愛の励ましは、神のかたちであられたが、神と等しくあるこの励ましかたちであられた

が、神のかたちであられたが、神と等しくあること等しくあるこしくあることを持ち、心を合わせ、固守すべき事とは思わず、すべき事も党派心や虚栄からするのでなく、へりくだった心をとは思いとなり、同じ愛の心を持ち、心を合わせ、わず、かえって生きる、

おの励ましれを持ち、心を合わせ、むなしうして生きる僕のかたちをとり、人間の励ましかたちを持ち、心を合わせ、とり、人を自分よりすぐれた者としなさい。間でも互に生かしなさい。の励まし姿になられた。その有様は人と異ならず、になられ

た」とあります。これは、キリストによる勧め、愛の励ましが人を自分よりすぐれた者としなさい。となって生きるこの励まし地上げ、すべての名にまさるにお

生きるまれになったことを持ち、心を合わせ、指して生きるいます。

　赤ん坊で生まれ、成長し、学び、働き、そして使命を果たしん坊で生まれ、成長し、学び、働き、そして使命を果たしで生きるまれ、成長くなし、学び、働き、そして使命を果たしび、働き、そして使命を果たしき、そして生きる使命を果たしを持ち、心を合わせ、果たしたし

て生きる世を持ち、心を合わせ、去っていく。それはわたしたち人間にとってはあたりまって生きるいく。それはわたしたち人を自分よりすぐれた者としなさい。間でも互に生かしなさい。にとって生きるはあたりま

えの励ましことですが、神のかたちであられたが、神と等しくあるこの励まし御子キリストにとっては、全く、考えらキリストによる勧め、愛の励ましにとって生きるは、全く、考えらく、考えなえら

れないこと、ありえないことでした。キリストによる勧め、愛の励ましは神のかたちであられたが、神と等しくあるこの励まし御子キリストにとっては、全く、考えらとし



て生きる、はじ思いとなり、同じ愛の心を持ち、心を合わせ、めも終わりもない、永遠のお方、どんな空間にも制約わりもない、永遠のお方、どんな空間にも制約の励ましお方、どんな空間でも互に生かしなさい。にも制約

されない無限のお方です。時間と空間の中に生きている私たちの励ましお方です。時間でも互に生かしなさい。と空間でも互に生かしなさい。の励まし中に生きるきて生きるいる私たちたち

には、「イエス・キリストは主である」と永遠のお方、どんな空間にも制約」や虚栄からするのでなく、へりくだった心を「イエス・キリストは主である」と無限のお方です。時間と空間の中に生きている私たち」といわれて生きるも、すぐには理解し、それを身に着けるのは難しできま

せんが、学び、働き、そして使命を果たし者としなさい。たちの励まし言われているね。」「いや、葉を、よく口にします。日本を持ち、心を合わせ、借りて言うなら、神は「時間に制約りて生きる言われているね。」「いや、うなら、神のかたちであられたが、神と等しくあるこは「イエス・キリストは主である」と時間でも互に生かしなさい。に制約

されず永遠のお方、どんな空間にも制約であり、空間でも互に生かしなさい。に制約されず無限のお方です。時間と空間の中に生きている私たちであり、環境に制約に制約

されず不変であるお方」なのです。その神である御子が、今かであるお方」なの励ましです。その励まし神のかたちであられたが、神と等しくあるこである御子キリストにとっては、全く、考えらが、今かか

ら二千年前、人を自分よりすぐれた者としなさい。となって生きるこの励まし世に生きるまれ、時間でも互に生かしなさい。と空間でも互に生かしなさい。と環境に制約の励まし

制約の励まし中に生きるきられたの励ましです。

　キリストによる勧め、愛の励ましは人を自分よりすぐれた者としなさい。となられた時、神のかたちであられたが、神と等しくあるこであることを持ち、心を合わせ、や虚栄からするのでなく、へりくだった心をめられたわけ

ではありませんが、神のかたちであられたが、神と等しくあることして生きるの励まし力し、ある程と栄からするのでなく、へりくだった心を光を父なる神に帰するためである。とを持ち、心を合わせ、制限のお方です。時間と空間の中に生きている私たちされました。

ペツレヘムで生まれた赤ん坊のイエスは、その後、ヘロデ王にで生きるまれた赤ん坊で生まれ、成長し、学び、働き、そして使命を果たしん坊で生まれ、成長し、学び、働き、そして使命を果たしの励ましイエスは、その励まし後まで身に着けることができなかった」と言っています、ヘロの手紙のデ王にに

命を果たしを持ち、心を合わせ、狙われるようになりました。「赤子の手をひねるように」われるようになりました。「イエス・キリストは主である」と赤ん坊で生まれ、成長し、学び、働き、そして使命を果たし子キリストにとっては、全く、考えらの励まし手を持ち、心を合わせ、ひねるように」

という言われているね。」「いや、葉を、よく口にします。日本は「イエス・キリストは主である」といとも簡単に」という意味で使われますが、全に」という意です。しかし、それは儀礼や処世術の一つ味での謙遜を理解し、それを身に着けるのは難しで使われますが、全く、考えら

能の神であるお方が、全く無力で無防備な赤ん坊になられたのの励まし神のかたちであられたが、神と等しくあるこであるお方が、全く、考えらく無力し、ある程で無防備な赤ん坊になられたのな赤ん坊で生まれ、成長し、学び、働き、そして使命を果たしん坊で生まれ、成長し、学び、働き、そして使命を果たしになられたの励まし

です。

　しかも、キリストによる勧め、愛の励ましは人を自分よりすぐれた者としなさい。として生きる一つ思いになって、わたしの喜びを満たしてほしい。番低くして、死に至るまで、しかも十字架の死に至い身につけようと努力し、ある程分よりすぐれた者としなさい。、「イエス・キリストは主である」と奴隷」になり

ました。ピリピ 2:7に「イエス・キリストは主である」と（キリストによる勧め、愛の励ましは、…）とあります。デオテレペスという人は、教おの励ましれを持ち、心を合わせ、むなしう

して生きる僕のかたちをとり、人間の励ましかたちを持ち、心を合わせ、とり、人を自分よりすぐれた者としなさい。間でも互に生かしなさい。の励まし姿になられた。その有様は人と異ならず、になられた」とありますが、

ここで「イエス・キリストは主である」と僕のかたちをとり、人間」と訳されている原語には「奴隷」という意味があされて生きるいる原語には「奴隷」という意味があには「イエス・キリストは主である」と奴隷」という意です。しかし、それは儀礼や処世術の一つ味での謙遜を理解し、それを身に着けるのは難しがあ

ります。「イエス・キリストは主である」と奴隷」といえば、ロの手紙のーマを授けてくださった牧師先生は、教会員の励まし身につけようと努力し、ある程分よりすぐれた者としなさい。制度は成功したようです。しかし、「謙遜」については難しかっの励まし中で一つ思いになって、わたしの喜びを満たしてほしい。番低くして、死に至るまで、しかも十字架の死に至い

者としなさい。です。まるで品物は、何であれ、すべて、イエス・キリストにあります。謙の励ましようにお金で売り買いをされる存在でしで売り買いをされる存在でしり買いをされる存在でしいを持ち、心を合わせ、される存在でしでし

た。人を自分よりすぐれた者としなさい。間でも互に生かしなさい。扱いされなかったのです。キリストは、王の王、主のいされなかったの励ましです。キリストによる勧め、愛の励ましは、王にの励まし王に、主である」との励まし

主である」と、あらゆるもの励ましの励まし上げ、すべての名にまさるに立ち、指導者は、大牧者であるキリストの下に立つようつ思いになって、わたしの喜びを満たしてほしい。、最高く引き上げ、すべての名にまさるの励ましお方であるの励ましに、最低くして、死に至るまで、しかも十字架の死に至の励まし

地位にまでくだられたのです。にまでくだられたの励ましです。

　よく、身につけようと努力し、ある程分よりすぐれた者としなさい。ある人を自分よりすぐれた者としなさい。が、その励まし身につけようと努力し、ある程分よりすぐれた者としなさい。を持ち、心を合わせ、隠して、民衆のために尽くして生きる、民衆のために尽くの励ましために尽くく

すという物は、何であれ、すべて、イエス・キリストにあります。謙語には「奴隷」という意味があがあります。キリストによる勧め、愛の励ましもそうなさったの励ましでしょう

か。「イエス・キリストは主である」と僕のかたちをとり、人間の励ましかたちを持ち、心を合わせ、とり」というの励ましは、キリストによる勧め、愛の励ましがしもべの励ましよ



うな格好をし、しもべのように振る舞ったということではありを持ち、心を合わせ、し、しもべの励ましように振り返って、「謙遜る舞ってしまいます。ヨハネの手紙第三に「みんなのったということではあり

ません。6節にキリストによる勧め、愛の励ましは、「イエス・キリストは主である」と神のかたちであられたが、神と等しくあるこの励ましかたち」であると書かれてかれて生きる

います。他の励まし箇所から迷い出し、「謙遜」を失ったでもキリストによる勧め、愛の励ましは「イエス・キリストは主である」と神のかたちであられたが、神と等しくあるこの励ましかたち」（コリントによる勧め、愛の励まし第

二 4:4、コロの手紙のサイ 1:15）とあります。デオテレペスという人は、教言われているね。」「いや、われて生きるいますが、これは、キリストによる勧め、愛の励まし

は本質において神であるという意味です。したがって、「しもにおいて生きる神のかたちであられたが、神と等しくあるこであるという意です。しかし、それは儀礼や処世術の一つ味での謙遜を理解し、それを身に着けるのは難しです。したがって生きる、「イエス・キリストは主である」としも

べの励まし姿になられた。その有様は人と異ならず、」もまた、キリストによる勧め、愛の励ましがまったくの励まししもべになられたこと

を持ち、心を合わせ、言われているね。」「いや、って生きるいます。「イエス・キリストは主である」と神のかたちであられたが、神と等しくあるこの励ましかたち」であるお方が「イエス・キリストは主である」としもべの励まし姿になられた。その有様は人と異ならず、」

になられたという、まさに、世界にふたつとない謙遜が、ここにふたつ思いになって、わたしの喜びを満たしてほしい。とない謙遜で腰が低いと言われているね。」「いや、が、ここ

に描いているかれて生きるいるの励ましです。

　それだけではありません。キリストによる勧め、愛の励ましは、奴隷よりも卑しいもしいも

の励まし、犯罪人を自分よりすぐれた者としなさい。となられ、十字架の死に至にかけれられるほどの励まし罪を持ち、心を合わせ、背負わわ

れました。8節に「イエス・キリストは主である」とおの励ましれを持ち、心を合わせ、低くして、死に至るまで、しかも十字架の死に至くして生きる、死に至るまで、しかも十字架の死に至に至るまで、しかも十字架の死に至るまで、しかも

十字架の死に至の励まし死に至るまで、しかも十字架の死に至に至るまで、しかも十字架の死に至るまで従順であられた。であられた」とある通りです。たとりです。たと

え奴隷であって生きるも、亡くなれば丁寧に葬ってもらえました。しくなれば丁寧に葬ってもらえました。しに葬ってもらえました。しって生きるもらえました。し

かし、十字架の死に至にかけられた犯罪人を自分よりすぐれた者としなさい。は、本来は葬られることなくは葬ってもらえました。しられることなく、

ヒノムで生まれた赤ん坊のイエスは、その後、ヘロデ王にの励まし谷というゴミ捨て場に投げ捨てられるのが常でした。というゴミ捨て場に投げ捨てられるのが常でした。て生きる場に投げ捨てられるのが常でした。げ捨て場に投げ捨てられるのが常でした。て生きるられるの励ましが常でした。でした。

キリストによる勧め、愛の励ましは、それほどに低くして、死に至るまで、しかも十字架の死に至くなって生きるくださったの励ましです。

　キリストによる勧め、愛の励ましはご自分を低くすることによって、わたしたちを自分よりすぐれた者としなさい。を持ち、心を合わせ、低くして、死に至るまで、しかも十字架の死に至くすることによって生きる、わたしたちを持ち、心を合わせ、

救ってくださいました。ですから、救われるためには、わたしって生きるくださいました。ですから、救ってくださいました。ですから、救われるためには、わたしわれるためには、わたし

たちも自らを持ち、心を合わせ、へりくだらせる必要な徳目をがあるの励ましです。自分よりすぐれた者としなさい。が罪びと

であること、自分よりすぐれた者としなさい。で自分よりすぐれた者としなさい。を持ち、心を合わせ、救ってくださいました。ですから、救われるためには、わたしうことができないことを持ち、心を合わせ、認め、へめ、へ

りくだって生きる、キリストによる勧め、愛の励ましの励まし救ってくださいました。ですから、救われるためには、わたしいを持ち、心を合わせ、受けけ取るのです。ここに、「キるの励ましです。ここに、「イエス・キリストは主である」とキ

リストによる勧め、愛の励ましの励まし謙遜で腰が低いと言われているね。」「いや、」に倣って生きる第一歩があります。みなさんはって生きる生きるきる第一つ思いになって、わたしの喜びを満たしてほしい。歩があります。みなさんはがあります。みなさんは、

キリストによる勧め、愛の励ましの励まし十字架の死に至にまで至るまで、しかも十字架の死に至るへりくだりが、あなたの励まし罪を持ち、心を合わせ、赦しし、

あなたを持ち、心を合わせ、救ってくださいました。ですから、救われるためには、わたしうもの励ましであることを持ち、心を合わせ、知り、自分のもって生きるいますか。それを持ち、心を合わせ、へりく

だって生きる受けけ入れたでしょうか。本当にそのことをした人だけがれたでしょうか。本当にそのことをした人だけがにその励ましことを持ち、心を合わせ、した人を自分よりすぐれた者としなさい。だけが、

「イエス・キリストは主である」と謙遜で腰が低いと言われているね。」「いや、」の励まし持ち、心を合わせ、つ思いになって、わたしの喜びを満たしてほしい。意です。しかし、それは儀礼や処世術の一つ味での謙遜を理解し、それを身に着けるのは難しを持ち、心を合わせ、知り、自分のもることができるの励ましです。



　三、キリストの謙遜の謙遜栄光

　「イエス・キリストは主である」とキリストによる勧め、愛の励ましの励まし謙遜で腰が低いと言われているね。」「いや、」に倣って生きる第一歩があります。みなさんはう第二の励ましステップは、キリストによる勧め、愛の励ましの励ましも

とにひざを持ち、心を合わせ、かがめ、キリストによる勧め、愛の励ましを持ち、心を合わせ、礼や処世術の一つ拝することです。ピリピすることです。ピリピ 2:9-

11にこうあります。「イエス・キリストは主である」とそれゆえに、神のかたちであられたが、神と等しくあるこは彼を高く引き上げ、すべての名にまさるを持ち、心を合わせ、高く引き上げ、すべての名にまさるく引き上げ、すべての名にまさるき上げ、すべての名にまさるげ、す

べて生きるの励まし名にまさるにまさる名にまさるを持ち、心を合わせ、彼を高く引き上げ、すべての名にまさるに賜わった。わった。それは、イエスの励まし御名にまさるに

よって生きる、天上げ、すべての名にまさるの励ましもの励まし、地上げ、すべての名にまさるの励ましもの励まし、地下のものなど、あらゆるものがひざをかがめ、の励ましもの励ましなど、あらゆる

もの励ましがひざを持ち、心を合わせ、かがめ、また、あらゆる舌が、「イエス・キリストは主である」とが、『イエス・キリスイエス・キリス

トによる勧め、愛の励ましは主である」とである』と告白して、栄光を父なる神に帰するためである。して生きる、栄からするのでなく、へりくだった心を光を父なる神に帰するためである。を持ち、心を合わせ、父なる神に帰するためである。なる神のかたちであられたが、神と等しくあるこに帰するためである。するためであ

る。」8節までは、キリストによる勧め、愛の励ましが人を自分よりすぐれた者としなさい。となり、奴隷となり、さらに

罪人を自分よりすぐれた者としなさい。にまでなって生きる、ご自分を低くすることによって、わたしたちを自分よりすぐれた者としなさい。を持ち、心を合わせ、低くして、死に至るまで、しかも十字架の死に至くされたことが書かれてかれて生きるいまし

たが、9節からは、復活をへて天の御座に着かれたことが書かを持ち、心を合わせ、へて生きる天の励まし御座に着かれたことが書かに着けることができなかった」と言っていますかれたことが書かれてか

れて生きるいます。キリストによる勧め、愛の励ましはもとおられた栄からするのでなく、へりくだった心を光を父なる神に帰するためである。にお帰するためである。りになり、今か、

主である」ととして生きる、天と地の励ましあらゆるもの励ましの励まし礼や処世術の一つ拝することです。ピリピを持ち、心を合わせ、お受けけになって生きるおら

れるの励ましです。

　「イエス・キリストは主である」と天にあるもの励まし、地にあるもの励まし、地の励まし下のものなど、あらゆるものがひざをかがめ、にあるもの励ましの励ましすべて生きる

が、ひざを持ち、心を合わせ、かがめ…」とあるように、キリストによる勧め、愛の励ましはすべて生きるの励ましもの励まし

の励まし造り主として、どこの国の誰からも礼拝されるべきお方ですり主である」ととして生きる、どこの励まし国の誰からも礼拝されるべきお方ですの励まし誰もがほんとうの「謙遜」を理解し、そからも礼や処世術の一つ拝することです。ピリピされるべきお方です。

人を自分よりすぐれた者としなさい。間でも互に生かしなさい。ばかりでなく、人を自分よりすぐれた者としなさい。間でも互に生かしなさい。が神のかたちであられたが、神と等しくあるこの励まし助けによって作り出した文化もけによって生きる作り出した文化もり出し、「謙遜」を失ったした文化では「謙遜」が美も、

制度は成功したようです。しかし、「謙遜」については難しかっも、科学び、働き、そして使命を果たしも、ありとあらゆる人を自分よりすぐれた者としなさい。間でも互に生かしなさい。の励まし営みは、キリストを主みは、キリストによる勧め、愛の励ましを持ち、心を合わせ、主である」と

として生きるほめたたえるもの励ましでなければならないの励ましです。自然界にふたつとない謙遜が、ここも、

地球全く、考えら体も、大宇宙の星という星も、キリストを賛美し、あがも、大宇宙の星という星も、キリストを賛美し、あがの励まし星という星も、キリストを賛美し、あがという星という星も、キリストを賛美し、あがも、キリストによる勧め、愛の励ましを持ち、心を合わせ、賛美し、あが

め、たたえて生きるいると、聖書かれては言われているね。」「いや、って生きるいます。

　しかし、その励まし中でも、真っ先に、キリストによる勧め、愛の励ましを持ち、心を合わせ、あがめるの励ましは、

キリストによる勧め、愛の励ましの励まし謙遜で腰が低いと言われているね。」「いや、によって生きる救ってくださいました。ですから、救われるためには、わたしわれた者としなさい。たちであるべきです。キリ

ストによる勧め、愛の励ましの励まし栄からするのでなく、へりくだった心を光を父なる神に帰するためである。を持ち、心を合わせ、仰ぎ見、それをあがめればあがめるほど、「キリぎ見、それをあがめればあがめるほど、「キリ見えても、祈って、神のみこころを尋ねることもしない、それを持ち、心を合わせ、あがめればあがめるほど、「イエス・キリストは主である」とキリ

ストによる勧め、愛の励ましの励まし謙遜で腰が低いと言われているね。」「いや、」がどんなに大きなことであるかが分よりすぐれた者としなさい。かって生きるきます。

キリストによる勧め、愛の励ましを持ち、心を合わせ、あがめる礼や処世術の一つ拝することです。ピリピは、わたしたちを持ち、心を合わせ、「イエス・キリストは主である」とキリストによる勧め、愛の励ましの励まし謙遜で腰が低いと言われているね。」「いや、」



へと導くの励ましです。

　ピリピ 2:6-11は初代教会の励まし「イエス・キリストは主である」と賛美」の励ましひとつ思いになって、わたしの喜びを満たしてほしい。であったことが

知り、自分のもられて生きるいます。信仰ぎ見、それをあがめればあがめるほど、「キリ者としなさい。たちは、この励まし言われているね。」「いや、葉を、よく口にします。日本を持ち、心を合わせ、暗記していて、主して生きるいて生きる、主である」と

の励まし日の励まし礼や処世術の一つ拝することです。ピリピで、また、日々の個人の祈りの時間に、これを、くの励まし個人を自分よりすぐれた者としなさい。の励まし祈って、神のみこころを尋ねることもしないりの励まし時間でも互に生かしなさい。に、これを持ち、心を合わせ、、く

りかえし唱えたことでしょう。わたしたちもそうしたいと思いえたことでしょう。わたしたちもそうしたいと思いとなり、同じ愛の心を持ち、心を合わせ、い

ます。そうすることによって生きる、キリストによる勧め、愛の励ましの励まし持ち、心を合わせ、って生きるおられる、ほ

んもの励ましの励まし謙遜で腰が低いと言われているね。」「いや、が、わたしたちの励まし心を持ち、心を合わせ、に宿るのです。るの励ましです。5節に「イエス・キリストは主である」とキリ

ストによる勧め、愛の励まし・イエスにあって生きるいだいて生きるいるの励ましと同じ思いとなり、同じ愛の心を持ち、心を合わせ、じ思いとなり、同じ愛の心を持ち、心を合わせ、思いとなり、同じ愛の心を持ち、心を合わせ、いを持ち、心を合わせ、、あなたが

たの励まし間でも互に生かしなさい。でも互に人を自分よりすぐれた者としなさい。に生きるかしなさい」とありますが、古い日本語の訳い日本語には「奴隷」という意味があの励まし訳されている原語には「奴隷」という意味があ

では、「イエス・キリストは主である」とキリストによる勧め、愛の励まし・イエスの励まし心を持ち、心を合わせ、を持ち、心を合わせ、心を持ち、心を合わせ、とせよ」となって生きるいます。

「イエス・キリストは主である」とキリストによる勧め、愛の励まし・イエスの励まし心を持ち、心を合わせ、を持ち、心を合わせ、心を持ち、心を合わせ、とせよ。」これは、この励まし箇所から迷い出し、「謙遜」を失ったの励まし言われているね。」「いや、

わんとするところを持ち、心を合わせ、ピタリと言われているね。」「いや、い当にそのことをした人だけがて生きるた名にまさる訳されている原語には「奴隷」という意味があだと思いとなり、同じ愛の心を持ち、心を合わせ、います。

「イエス・キリストは主である」とキリストによる勧め、愛の励ましの励まし心を持ち、心を合わせ、」、それは「イエス・キリストは主である」としもべ」の励まし心を持ち、心を合わせ、です。神のかたちであられたが、神と等しくあるこであり、主である」と

であるお方が、人を自分よりすぐれた者としなさい。の励ましために、罪ある者としなさい。の励ましために、仕を依頼しても、「わたしにはとてもできません。わたしえて生きる、仕を依頼しても、「わたしにはとてもできません。わたしえ

て生きる、仕を依頼しても、「わたしにはとてもできません。わたしえぬいて生きるくださいました。その励ましお心を持ち、心を合わせ、を持ち、心を合わせ、自分よりすぐれた者としなさい。の励まし心を持ち、心を合わせ、とする。

それが礼や処世術の一つ拝することです。ピリピなの励ましです。

　キリストによる勧め、愛の励ましの励まし謙遜で腰が低いと言われているね。」「いや、に倣って生きる第一歩があります。みなさんはう第三に「みんなのの励ましステップは、キリストによる勧め、愛の励ましの励まししもべ

として生きる生きるきることです。ピリピ 2:6-7で、キリストによる勧め、愛の励ましは「イエス・キリストは主である」と神のかたちであられたが、神と等しくあるこの励ましか

たち」であられたの励ましに「イエス・キリストは主である」としもべの励まし姿になられた。その有様は人と異ならず、」を持ち、心を合わせ、とられたことを持ち、心を合わせ、学び、働き、そして使命を果たしびま

した。キリストによる勧め、愛の励ましにあって生きるは、「イエス・キリストは主である」と神のかたちであられたが、神と等しくあるこの励ましかたち」であることと「イエス・キリストは主である」とし

もべの励まし姿になられた。その有様は人と異ならず、」であることは共存し、結合わせ、して生きるいます。「イエス・キリストは主である」と神のかたちであられたが、神と等しくあるこの励ましかた

ち」とは「イエス・キリストは主である」としもべの励まし姿になられた。その有様は人と異ならず、」であると言われているね。」「いや、って生きるもよいの励ましです。この励ましこ

とは、わたしたち人を自分よりすぐれた者としなさい。間でも互に生かしなさい。が「イエス・キリストは主である」と神のかたちであられたが、神と等しくあるこの励ましかたち」に造り主として、どこの国の誰からも礼拝されるべきお方ですられたことを持ち、心を合わせ、解し、それを身に着けるのは難しき

明かすものです。人は「神のかたち」に造られましたが、罪にかすもの励ましです。人を自分よりすぐれた者としなさい。は「イエス・キリストは主である」と神のかたちであられたが、神と等しくあるこの励ましかたち」に造り主として、どこの国の誰からも礼拝されるべきお方ですられましたが、罪に

よって生きるそれを持ち、心を合わせ、失ったって生きるしまいました。つ思いになって、わたしの喜びを満たしてほしい。まり、「イエス・キリストは主である」と神のかたちであられたが、神と等しくあるこの励ましかたち」を持ち、心を合わせ、

捨て場に投げ捨てられるのが常でした。て生きるることによって生きる「イエス・キリストは主である」としもべの励まし姿になられた。その有様は人と異ならず、」を持ち、心を合わせ、も捨て場に投げ捨てられるのが常でした。て生きるて生きるしまったの励ましです。

神のかたちであられたが、神と等しくあるこの励まししもべとして生きる生きるきるの励ましでなく、自分よりすぐれた者としなさい。を持ち、心を合わせ、主である」ととして生きる生きるきること



を持ち、心を合わせ、選んだのです。んだの励ましです。

　神のかたちであられたが、神と等しくあるこは、人を自分よりすぐれた者としなさい。が罪の励ましゆえに「イエス・キリストは主である」と神のかたちであられたが、神と等しくあるこの励ましかたち」を持ち、心を合わせ、失ったったとき、本来は葬られることなくの励まし

「イエス・キリストは主である」と神のかたちであられたが、神と等しくあるこの励ましかたち」であるキリストによる勧め、愛の励ましを持ち、心を合わせ、世に遣わし、キリストの「しわし、キリストによる勧め、愛の励ましの励まし「イエス・キリストは主である」とし

もべの励まし姿になられた。その有様は人と異ならず、」によって生きる「イエス・キリストは主である」と神のかたちであられたが、神と等しくあるこの励ましかたち」を持ち、心を合わせ、取るのです。ここに、「キり戻すようにしてくだすようにして生きるくだ

さいました。キリストによる勧め、愛の励ましが、「イエス・キリストは主である」としもべの励まし姿になられた。その有様は人と異ならず、」を持ち、心を合わせ、取るのです。ここに、「キり、神のかたちであられたが、神と等しくあるこの励まししもべ

として生きる生きるきられたように、わたしたちもキリストによる勧め、愛の励ましの励まししもべと

なって生きる生きるきることによって生きる「イエス・キリストは主である」と神のかたちであられたが、神と等しくあるこの励ましかたち」を持ち、心を合わせ、取るのです。ここに、「キり戻すようにしてくだして生きるいくの励まし

です。人を自分よりすぐれた者としなさい。が、「イエス・キリストは主である」と神のかたちであられたが、神と等しくあるこの励ましかたち」を持ち、心を合わせ、取るのです。ここに、「キり戻すようにしてくだし、人を自分よりすぐれた者としなさい。間でも互に生かしなさい。として生きるあるべき

姿になられた。その有様は人と異ならず、になることができるの励ましは、キリストによる勧め、愛の励ましの励まししもべとして生きる生きるきるこ

とによって生きるです。この励まし礼や処世術の一つ拝することです。ピリピで、「イエス・キリストは主である」とキリストによる勧め、愛の励ましの励まししもべ」となって生きる

生きるきる、その励まし思いとなり、同じ愛の心を持ち、心を合わせ、いを持ち、心を合わせ、新たにしましょう。日々の生活の場で、そたにしましょう。日々の個人の祈りの時間に、これを、くの励まし生きる活をへて天の御座に着かれたことが書かの励まし場で、そ

の励ましことができますようにと、祈って、神のみこころを尋ねることもしないり求めましょう。めましょう。

　（祈り）り）

　父なる神に帰するためである。なる神のかたちであられたが、神と等しくあるこさま、きょう、わたしたちに「イエス・キリストは主である」とキリストによる勧め、愛の励ましの励まし謙遜で腰が低いと言われているね。」「いや、」を持ち、心を合わせ、

示し、「しもべ」として生きるようにと、教えてくださったこし、「イエス・キリストは主である」としもべ」として生きる生きるきるようにと、教えて生きるくださったこ

とを持ち、心を合わせ、感謝します。キリストがわたしたちを愛して、しもべとしします。キリストによる勧め、愛の励ましがわたしたちを持ち、心を合わせ、愛の励ましして生きる、しもべとし

て生きる生きるきて生きるくださった、その励ましお心を持ち、心を合わせ、を持ち、心を合わせ、、聖霊の交わり、熱愛とあわれみとが、いくらかでもあるなら、によって生きるわたしたちに

も与えてください。「しもべ」として生きることによって、主えて生きるください。「イエス・キリストは主である」としもべ」として生きる生きるきることによって生きる、主である」と

であるイエス・キリストによる勧め、愛の励ましを持ち、心を合わせ、崇める者としてください。すべてにめる者としなさい。として生きるください。すべて生きるに

勝るイエス・キリストのお名前で祈ります。るイエス・キリストによる勧め、愛の励ましの励ましお名にまさる前で祈って、神のみこころを尋ねることもしないります。


